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北海道がんデ療連携協議会 緩和ケア部会 活動ሗ࿌ 

・第 �回 北海道がんデ療連携協議会 緩和ケア部会 開催について 

開催日時㸸௧和 � 年 � 月 �� 日（㔠）��㸸��㹼��㸸�� 
ሙᡤ 㸸北海道がんセンター 別㤋⟶⌮Ჷ � 㝵大ㅮᇽ

参加⪅㸸2� 施設 保健福祉部 アンケーࢺ分ᯒ協力、オブザーバー 計 �� ྡ 

    Ḟᖍ 日㗰グᛕ病院

北海道がんデ療連携協議会緩和ケア部会長である北海道がんセンター大Ἠ๪院長より、今回の緩

和ケア部会の開催にあたり、３月に行ࢃれたࠕ஧次医療圏における緩和ケアについて のࠖアンケーࢺ

ㄪᰝの⤖ᯝを㋃まえ、北海道のがん拠点病院がどのような取り組みを進めていくか、ᐃ期的に検討

をして行きたいとᣵᣜがなされた。 

次に参加⪅全員の自ᕫ⤂௓があり、アンケーࢺ分ᯒ協力をしていただいた北海道大学の大日方先生、オ

ブザーバーの小田先生はじめ、今年度から参加となった斗南病院の委員の方ࠎもึ顔合ࢃせとなった。 

議題からは、北海道がんセンター 緩和ケアセンター๪センター長の松山委員が議஦進行し、松山委

員より、今回のアンケーࢺㄪᰝは、学会等での発⾲ࡸ、今後の緩和ケア部会での活動にあたっての基

♏ㄪᰝとして、活動のᣦᶆ、ホ౯にも活用したいと話があった。

続いて、北海道がんセンター山本医師、北海道大学大日方ຓᩍより、ࠕ北海道における஧次医療圏

の緩和ケアに関するアンケーࢺㄪᰝࠖの⤖ᯝሗ࿌がなされた。（資料１） 

 北海道がんセンター 山本医師（医療圏別の分ᯒ）資料１ 31�1� 

アンケーࢺのᴫ要について、北海道における緩和ケアの人的資※、ၥ題点、各施設が必要としてい

る支援について現状をᢕᥱし、⤖ᯝ道ෆの緩和ケアの均てん化を進めるためのᨻ策ᐃ⩏につなࡆて

いく┠的で行ったと説明があった。 

2 次医療圏を $%& に分け各医療圏によってẚ㍑し、がん死ஸ⪅数に大きなᕪがみられたことから、

がん死ஸ⪅数に重み࡙けし各医療圏別に、各㡯┠を分ᯒした⤖ᯝについて説明があり、ࠕ各施設の課

題 ஧次医療圏の課題ࠕࠖ と、必要な支援についてࡈ各施設の実㝿の困りࠕࠖ 明らかになった課題ࠖࠕࠖ

についてのሗ࿌があった。 

 北海道大学 大日方ຓᩍ（病院ᶵ⬟別分ᯒ）資料１ 320�33 

がんデ療連携拠点病院、がんデ療連携ᣦᐃ病院、୍ ⯡病院の要件ࡸ設ഛᶵ⬟別に分ᯒを行い、がん

死ஸ⪅数、医師数、┳ㆤ師数、⸆๣師数、緩和ケアࢳームの௓ධᝈ⪅数で有意ᕪがあり、がん死ஸ⪅

数で重み࡙けし病院のᶵ⬟別で⤫計的分ᯒを行った各㡯┠の⤖ᯝを資料に基࡙き説明があった。 

各施設の課題ࠕ ஧次医療圏の課題ࠕࠖ と、必要な支援についてࡈ各施設の実㝿の困りࠕࠖ 明らかࠕࠖ

になった課題ࠖについてもሗ࿌があった。 

山本医師、大日方ຓᩍの発⾲をもとに、意見交᥮がなされた 

次にがんセンター松山委員から、議題２、今後の緩和ケア部会の活動について、地域での緩和ケア

医師をྵめた緩和ケアを担う人材の不足は、20 年๓から始まった緩和ケアのムーブメンࢺもⴠち╔

− 29 −
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き、人材の高齢化もあり、次の担い手不足が深刻になりつつある状況から、専門医の有志がその課題

を解決しようと以下 4 点の活動を始めていると説明があった。 

１，北海道地域緩和ケア研修会について・どさんコロジー研修会（資料２） 

２，緩和ケアコンサルテーションサービスの周知と活用（資料３） 

３，第 4 期がん対策推進基本計画ロジックモデルの活用 (資料４) 

４，北海道緩和ケア医・精神腫瘍医キャリアパス説明会（資料の５） 

今年度の活動は、来年の 3 月までは有志で行うと考えているが、これらの趣旨が北海道全体の緩

和を支えていくことに繋がり、緩和ケア部会の賛同が得られたら、来年 4 月からはこの緩和ケア部

会の活動として継続ができるよう協力いただきたいと提案がなされた。 

各施設委員からは反対はなく今後の活動に賛同いただいた。 

続いて、がんセンター松山委員より具体的な今後の活動メンバー、方法について、どさんコロジー

12 回を各医療圏で 1 回、時期を決めて行う、ロジックモデルはワーキンググループを作り取り組む、

Web 会議の活用など例を交え提案がなされ、いずれも実行委員を各医療圏から選出していただき必

要に応じ、活動に参加してもらえる緩和ケア部会以外の組織も検討する提案がなされた。 

死の臨床研究会オブザーバー小田先生より、どさんコロジーの活動の始まりについて、地方応援

に行っている医師たちが、緩和ケアの均てん化が不足している現状から、何かできないかと自発的

に取り組んだ運動であること、何も手段は持っていないところから始まっており、その思いが、この

緩和ケア部会、北海道道庁などの協力で形になるのではないかと期待していると話があった。 

斗南病院上村委員からは、活動予算について来年度からは見込みがなく、捻出方法など検討して

ほしいこと、コンサルテーションサービスは現在北海道の方だけが受けられ、全国の医師が対応し

てくれるシステムであり、精神科の医師のコンサルテーションに困っている現状があるが、依頼は 0

件となっており、ぜひ活用いただきたいと補足説明があった 

がんセンター松山委員より、この活動が地域の連携のためのカンファレンスとなれば、拠点病院

の要件として実績にしていただき、予算申請ができると考えていること、提案したどさんコロジー

の運営に関して、ロジックモデルのワーキンググループなど、松山から個別に依頼すること、参加希

望の方は部会委員に限らず募集すること、また、このような緩和ケア部会は年に 1 回は集合し顔の

見える環境で行いたいと話があった 

開会時期回数等について、遠方から来られる委員の方からは、移動が大変でも顔を見て話ができ

る環境は貴重で、是非年 1 回は開催していただきたいと意見があった。   

札幌の施設からも年に 1 度の部会開催の要望も多く、今後の活動に対し協力し行ってゆくことへ

の賛同が得られた。 

 北海道庁保健福祉部の櫻井課長補佐からもこの部会を通じ協力できることがあれば協力いただけ

るとお話があった。 

ただし、委員からは学会等の日程に考慮してほしいと意見があり十分配慮することをお伝えした 

 最後に手稲渓仁会片山委員より、この活動を継続することで若い人も集まると思うので、ぜひ頑

張ってほしいとお話があり、松山委員から引き続き片山先生も頼りにさせていただきたいと話があ

り閉会となった。                     
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「第
４
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
ロジ

ック
モ
デ
ル
 
確
定
版
」：
が
ん
医
療
提
供
体
制
等
＜
が
ん
と診

断
され

た
時
か
らの

緩
和
ケ
ア
の
推
進
＞

厚
生
労
働
省
健
康
局
が
ん
・疾
病
対
策
課
（
令
和
５
年
８
月
９
日
）

緩
和
ケ
ア
の
提
供
に
つ
い
て

#
個
別
施
策

ア
ウ
トプ
ット
指
標

3期
デ
ータ
ソー
ス

#
中
間
ア
ウ
トカ
ム

中
間
ア
ウ
トカ
ム
指
標

3期
デ
ータ
ソー
ス

#
分
野
別
ア
ウ
トカ
ム

分
野
別
ア
ウ
トカ
ム
指
標

3期
デ
ータ
ソー
ス

#
最
終
ア
ウ
トカ
ム

最
終
ア
ウ
トカ
ム
指
標

3期
デ
ータ
ソー
ス

21
71

01
拠
点
病
院
等
の
緩
和
ケ
ア
チ
ーム

新
規
診
療
症
例
数

ー
現
況
報
告
書

21
72

01

医
療
者
は
つ
らい

症
状
に
す

み
や
か
に
対
応
して
い
た
と

感
じる
割
合

ー
患
者
体
験
調
査
・遺

族
調
査

20
00

06
身
体
的
な
苦
痛
を
抱
え
る

が
ん
患
者
の
割
合

30
12
患
者
体
験
調
査

00
00

10

全
て
の
が
ん
患
者
及
び
そ
の

家
族
の
苦
痛
の
軽
減
並
び

に
療
養
生
活
の
質
の
維
持

向
上

現
在
自
分
らし
い
日
常
生

活
を
送
れ
て
い
る
と感

じる
が
ん
患
者
の
割
合

30
01
患
者
体
験
調
査

21
71

02
特
定
疾
患
治
療
管
理
料
 
が
ん

患
者
指
導
管
理
料
イの

算
定
数

ー
N

DB
21

72
02

患
者
報
告
ア
ウ
トカ
ム

（
PR

O
）
の
症
状
改
善
率

＊
期
中
に
指
標
を
開
発
予
定

ー
検
討
中
（
日
本
緩

和
医
療
学
会
か
らの

デ
ータ
提
供
）

20
00

07
精
神
心
理
的
な
苦
痛
を
抱

え
る
が
ん
患
者
の
割
合

30
13
患
者
体
験
調
査

21
71

03
緩
和
ケ
ア
外
来
の
新
規
診
療
患

者
数

ー
現
況
報
告
書

21
72

03

身
体
的
な
つ
らさ
が
あ
る
時

に
、す
ぐに
医
療
ス
タ
ッフ
に

相
談
が
で
き
る
と思

う患
者

の
割
合

20
75

患
者
体
験
調
査

20
00

08

療
養
生
活
の
最
終
段
階
に

お
い
て
、身

体
的
な
苦
痛
を

抱
え
る
が
ん
患
者
の
割
合

30
15
遺
族
調
査

21
71

04

拠
点
病
院
等
１
施
設
あ
た
りの

地
域
連
携
推
進
の
た
め
の
多
施

設
合
同
会
議
の
開
催
数

ー
現
況
報
告
書

21
72

04

心
の
つ
らさ
が
あ
る
とき
に
、

す
ぐに
医
療
ス
タ
ッフ
に
相

談
で
き
る
と感

じて
い
る
患

者
の
割
合

30
11
患
者
体
験
調
査

20
00

09

療
養
生
活
の
最
終
段
階
に

お
い
て
、精

神
心
理
的
な

苦
痛
を
抱
え
る
が
ん
患
者
の

割
合

30
16
遺
族
調
査

21
71

05

神
経
ブ
ロッ
ク
の
実
施
数

:
L1

01
-神
経
ブ
ロッ
ク

(神
経
破
壊

剤
又
は
高
周
波
凝
固
法
使
用

)-
腹
腔
神
経
叢
ブ
ロッ
ク

(神
経
破

壊
剤
又
は
高
周
波
凝
固
法
使

用
)の
件
数

ー
検
討
中
（

N
DB
）

21
72

05

が
ん
と診

断
され

て
か
ら病

気
や
療
養
生
活
に
つ
い
て

相
談
で
き
た
と感

じる
が
ん

患
者
の
割
合

30
02
患
者
体
験
調
査

20
00

10
緩
和
ケ
ア
の
質
の
向
上

在
宅
で
亡
くな
った
が
ん
患

者
の
医
療
に
対
す
る
満
足

度
30

33

遺
族
調
査
の
サ
ブ
グ

ル
ープ
解
析
（
全
死

亡
の
うち
在
宅
死

亡
）

21
71

06

緩
和
的
放
射
線
照
射
の
実
施

数
: M

00
1-

3(
直
線
加
速
器
に
よ

る
放
射
線
治
療

)の
2（

1以
外
の

場
合
）
の
件
数

ー
検
討
中
（

N
DB
）

21
72

06

家
族
の
悩
み
や
負
担
を
相

談
で
き
る
支
援
が
十
分
で
あ

る
と感

じて
い
る
が
ん
患
者
・

家
族
の
割
合

30
03
患
者
体
験
調
査

21
71

07

入
院
だ
け
で
な
く外

来
等
に
お
け
る
緩

和
ケ
ア
の
充
実
に
向
け
、専

門
的
な
人

材
の
配
置
等
も
含
め
、検

討

緩
和
ケ
ア
外
来
へ
の
地
域
の
医

療
機
関
か
らの

年
間
新
規
紹
介

患
者
数

ー
現
況
報
告
書

21
72

07

医
療
従
事
者
が
耳
を
傾
け

て
くれ

た
と感

じた
患
者
の

割
合

20
06
患
者
体
験
調
査

-

緩
和
ケ
ア
に
係
る
実
地
調
査
等
を
定
期

的
か
つ
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
、研

究
を
行
い
、研

究
結

果
を
踏
ま
え
検
討

方
策
の
検
討
段
階
の
た
め
、指

標
設
定
無
し

-
-

21
72

08
国
民
の
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る

認
識

30
18
世
論
調
査
（
仮
）

-

専
門
的
な
緩
和
ケ
ア
の
質
の
評
価
等

の
方
策
に
つ
い
て
研
究
を
行
う。
ま
た
、

患
者
体
験
調
査
や
遺
族
調
査
等
に
よ

り、
患
者
や
そ
の
家
族
等
に
、適

切
な

緩
和
ケ
ア
が
提
供
され

て
い
る
か
どう
か

を
、引

き
続
き
定
期
的
か
つ
継
続
的
に

把
握

指
標
設
定
無
し（

方
策
の
検
討

段
階
、及

び
引
き
続
き
実
施
す
る

取
組
の
た
め
）

-
-

21
72

09
国
民
の
医
療
用
麻
薬
に
関

す
る
認
識

30
19
世
論
調
査
（
仮
）

21
71

08

拠
点
病
院
等
以
外
の
医
療
機
関
に
お

け
る
緩
和
ケ
ア
の
充
実
に
向
け
て
、緩

和
ケ
ア
提
供
体
制
の
実
態
や
課
題
等

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及
び
研
究
を

行
う

緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
の
算
定
回

数
-

検
討
中
（

N
DB
）

＊
中
間
評
価
に
向
け
て
デ
ータ
を
整
備
予
定

-

終
末
期
医
療
を
受
け
る
場
や
療
養
場

所
の
決
定
に
至
る
意
思
決
定
及
び
これ

らの
場
所
に
お
け
る
終
末
期
医
療
の
実

態
等
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、適

切
な

療
養
場
所
の
提
供
や
、治

療
や
ケ
ア
の

の
質
の
向
上
に
つ
い
て
検
討

検
討
段
階
の
た
め
指
標
設
定
無

し（
着
実
に
検
討
を
進
め
る
こ

と）

緩
和
ケ
ア
研
修
会
に
つ
い
て

#
個
別
施
策

ア
ウ
トプ
ット
指
標

3期
デ
ータ
ソー
ス

21
71

10

緩
和
ケ
ア
研
修
会
の
更
な
る
推
進
に
努

め
る
とと
も
に
、関

係
団
体
等
と連

携
し、
医
療
用
麻
薬
の
適
正
使
用
や
、専

門
的
な
緩
和
ケ
ア
へ
の
つ
な
ぎ
方
等
の

観
点
も
踏
ま
え
、緩

和
ケ
ア
研
修
会
の

学
習
内
容
や
、フ
ォロ
ーア
ップ
研
修
等

に
つ
い
て
検
討
し、
必
要
な
見
直
しを

行
う

緩
和
ケ
ア
研
修
修
了
者
数

30
17
が
ん
等
に
お
け
る
新
た

な
緩
和
ケ
ア
研
修
等

事
業

患
者
・家
族
の

Q
O

L向
上

（
苦
痛
の
緩
和
）

拠
点
病
院
等
を
中
心
とし
た
医
療
機

関
に
お
い
て
、が
ん
医
療
に
携
わ
る
全
て

の
医
療
従
事
者
に
よ
り、
が
ん
患
者
の

身
体
的
苦
痛
や
、が
ん
患
者
や
そ
の
家

族
等
の
精
神
心
理
的
苦
痛
、社

会
的

な
問
題
等
の
把
握
及
び
そ
れ
らの

個
別

の
状
況
に
応
じた
適
切
な
対
応
が
、地

域
の
実
情
に
応
じて
、診

断
時
か
ら一

貫
して
行
わ
れ
る
体
制
の
整
備
を
推
進

拠
点
病
院
等
を
中
心
に
、地

域
の
医
療
機
関
や
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
等
の
医
療
・介
護
を
担
う

機
関
と連

携
した

、在
宅
を
含
め

た
地
域
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
提
供

体
制
の
整
備
を
推
進

国
民
の
緩
和
ケ
ア
へ
の
理

解
度
向
上

苦
痛
に
対
す
る
適
切
な
ケ

ア
・治
療
の
普
及
（
緩
和
ケ

ア
チ
ーム
の
質
向
上
）

が
ん
患
者
が
、医

療
者
に

苦
痛
の
表
出
が
で
き
る
こと

関
係
学
会
等
と連

携
し、
国
民
に
対
す

る
、緩

和
ケ
ア
に
関
す
る
正
しい

知
識
の

普
及
啓
発
を
引
き
続
き
推
進
、

【拠
点
病
院
等
】地
域
の
医
療
従
事
者

も
含
め
た
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を

定
期
的
に
開
催
す
る
とと
も
に
、地

域
に

お
け
る
が
ん
診
療
や
在
宅
医
療
に
携
わ

る
医
療
機
関
、関

係
団
体
及
び
地
方

公
共
団
体
と連

携
し、
専
門
的
な
疼

痛
治
療
を
含
む
緩
和
ケ
ア
に
係
る
普
及

啓
発
及
び
実
施
体
制
の
整
備
を
進
め

る

12
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北海道緩和ケア医・精神腫瘍医
キャリアパス説明会

緩和ケア・精神腫瘍に興味のある医師を対象にWeb説明会
を行います

・北海道で緩和ケア医・精神腫瘍医として働きたい
・いまの仕事をやめずに緩和ケアの仕事もしたい
・少しの間だけ緩和ケアを勉強したい
・将来緩和ケア医・精神腫瘍医になりたい

などの希望をお持ちの医師の方、お気軽にご参加ください

日時・形式
Web開催
2025年8月14日(木)
19:00～20:30

プログラム 1. 緩和ケア医・精神腫瘍医の仕事って？
2. 現役医師のキャリアパス紹介
3. 北海道内の就職、研修可能施設の紹介
4. グループトーク（質問コーナー）

右のQRコードより事前参加登録をお願いいたします。
（2025年8月13日8：00締切）
登録用URL：
https://docs.google.com/forms/d/1aQg-eLQoF2stuqSVdlVt0wsMSUtA_sTICy3WN3n0wBU/edit
お問合せ KKR札幌医療センター 緩和ケア科医師 大場洋子
電子メール： dachangyangzi658@gmail.com
参加登録いtだいた方には、近くなりましたら視聴用URLと視聴方法についての情報を
お送りいたします。

※グループトークは担当者に自由に質問できるコーナーです
緩和ケア医の仕事についてなど気軽に質問できます

北海道で緩和ケアやりませんか？
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